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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音孔の周囲が、前記音孔に向けてなだらかな山形に隆起する断面形状で形成されるとと
もに、前記山形の外形線が前記音孔の外方側端縁で交差するか、前記音孔の外方側端縁と
前記山形の外形線との間に０．６～１．０ｍｍの幅で平坦部が形成されるか、前記音孔の
外方側端縁と前記山形の外形線との間が外方側に突出する曲面状に形成されていることを
特徴とするリコーダー。
【請求項２】
　前記音孔の中心を通る前記リコーダーの断面視で、前記音孔の周囲の外形線が、直線状
又は内側に凸の曲線状に隆起する断面形状で形成されている請求項１記載のリコーダー。
【請求項３】
　前記音孔の中心を通る前記リコーダーの断面視で、前記音孔の周面と、前記音孔の周囲
の外形線との成す角が鋭角状になる構造とされている請求項１、２いずれかに記載のリコ
ーダー。
【請求項４】
　音孔を備えたリコーダーに対し着脱可能に取り付けられるリング状部材であって、中央
部に前記音孔と連通する開口を有するとともに、前記開口の周囲が、前記開口に向けてな
だらかな山形に隆起する断面形状で形成されるとともに、前記山形の外形線が前記音孔の
外方側端縁で交差するか、前記音孔の外方側端縁と前記山形の外形線との間に０．６～１
．０ｍｍの幅で平坦部が形成されるか、前記音孔の外方側端縁と前記山形の外形線との間
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が外方側に突出する曲面状に形成されていることを特徴とするリコーダーに用いられるリ
ング状部材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、演奏時に音の高さを変えるための音孔を指で塞ぐとき，その位置が認識しや
すく，密閉性に優れ，子どもや初心者でも扱いやすいリコーダー及びそれに用いるリング
状部材に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のリコーダーは，図２５～図２７に示すように，管体の側面に音孔をあけただけの
ものであった。しかし、この方法では，子どもや初心者の指で確実に音孔を塞ぐのは難し
い。特に左手で管体上部の４孔（裏孔１個，表孔３個）を押さえなくてはならないため，
低音を出すために右手で管体下部４孔を押さえると，左手の意識がなくなり，音孔から指
がはずれ，リコーダーの発音がしづらくなることがあった。
【０００３】
　この改善策として特許文献１の篠笛（しのぶえ）においては，音孔の位置を認識しやす
くするために，音孔を中心として周辺部から凹面形状にしている。指で押さえたときに、
凹面が指腹に安定することによって、その問題を解決しようとしているものである。リコ
ーダーにおいても非特許文献１にあるように最下部の２音孔は，半音高い音（Ｃ＃，Ｄ＃
）が出せるよう１音孔が２穴となっており，それを右手薬指と小指で塞ぐために指の腹に
合わせた凹面が形成されているものがある。これは音孔の輪郭が認識できなくても，この
あたりを押せば塞がるという程度のものである。つまり指の腹に合わせた形状の工夫（凹
面）は，初心者や子どもにとって音孔の輪郭の認識を促すものではないということである
。しかし学習者は将来的には従来のリコーダーでも演奏できるようにならなければならな
い。つまり管体の側面に音孔をあけただけのリコーダーでも，指の腹で音孔の輪郭を認識
し完全に塞ぐことができるようにならなければならない。そのためには，音孔の輪郭を認
識することに意識を向けながら完全に塞ぐことが可能な，子どもや初心者用に工夫された
リコーダーが必要である。
【０００４】
　また特許文献２においては，「本来の楽器本体が有する音孔にパッドを装着することに
よって音孔とパッドによる複合的な音孔を形成し、慣れない使用者であっても音孔を的確
に押さえることのできる笛（管楽器）」とある。しかしこのパッドは薄い平面状であって
音孔のある位置をある程度推定しやすくはなるが，従来のリコーダーと変わらない形状（
管体の側面に音孔をあけただけのもの）となるため，音孔の輪郭を認識しようとする意識
化に乏しいといえる。
【０００５】
　特許文献３においては，「指穴周囲に突起を設け、指穴の位置を感知し易くしたことで
、指遣いミスを減らすことができた」とある。しかしこの突起は単なる突起であって，音
孔の位置を感知しやすくはなるが，やはり前記文献同様音孔の輪郭を認識しようとする意
識化を促すものとはなっていない。密閉性も突起の形状が重要となるが，学習者にとって
はその場しのぎの形状と言わざるをえない。また、特許文献３記載の突起は、音孔の周囲
にほぼ一定の肉厚で垂直に起立するリブ状に設けられているため、この突起から少しでも
外れたところを押さえると、本来の音孔がどこであるのか、指を上下左右に動かしたり目
視で確認したりする必要があり、音孔の位置を識別する効果として不十分であった。特に
リコーダーの管体上部の裏孔は目視で確認しづらく、わざわざ唄口から口を離して確認し
なければならなかった。更に、特許文献３記載のようなリブ状の突起では、意図せずに突
起部分をぶつけた場合、破損しやすく、リコーダーの構造上、突起の一部でも破損した場
合には音孔を完全に塞ぐことができないため所定の音が出なくなるという欠点があった。
このような意図しない破損を防止するため、樹脂等の柔軟性を有する素材で製作した場合
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には、リコーダーの演奏中に突起が変形して演奏しにくいなどの問題が発生するおそれが
あった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特公２００５－１３４８５５号公報
【特許文献２】特開２０１３－２１３９５２号公報
【特許文献３】特開２００８－１５２２１７号公報
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】ヤマハ株式会社　「学校用楽器・機器カタログ（2013年4月版）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従来のリコーダーは，管体の側面に音孔をあけただけのものであった。そのため演奏時
に指の腹でその位置や形状を認識しづらく，子どもや初心者とっては完全に塞ぐことが容
易ではなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、リコーダーの音孔の周囲を，なだらかな山形に隆起させた断面形状とするこ
とと、それによって音孔の輪郭（以下「孔周」または「孔周部」と表記）が鋭角形状にな
ることを最も主要な特徴とする。 
【発明の効果】
【００１０】
　本発明のリコーダーは，次のような効果が得られる。
　・音孔の周囲が、前記音孔に向けてなだらかな山形に隆起する断面形状で形成されてい
るため、音孔の位置を容易に認識することができる。すなわち、なだらかな山形に隆起し
た頂部を押さえれば、音孔が確実に押さえられるとともに、仮に音孔から少しずれた位置
を押さえた場合でも、山形に隆起した断面形状の高い方へ指をずらせばよいので、音孔の
位置を容易に認識できるようになる。更に、音孔の周囲をなだらかな山形に隆起させてい
るため、この隆起部をぶつけても破損しにくいとともに、柔らかな素材からなる場合でも
変形しにくく、音孔を指で確実に閉塞することができるようになる。
　・孔周部の鋭角形状が，指を強く刺激するため，その穴の形状を指の腹で容易に認識す
ることができる。
　・孔周部の鋭角形状が，絶えず指の腹に刺激を与えるため，孔周を認識しようとする意
識化を図ることができ，従来のリコーダー（管体の側面に音孔をあけただけのもの）でも
孔周の認識が容易となる。
　・孔周部の鋭角形状が，指の腹にやや食い込む形となることで，音孔を確実に塞ぐこと
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】は音孔を平面形状とし，その周囲をなだらかな山形に隆起させる断面形状にし，
孔周部を鋭角状にした場合の斜視図。
【図２】は図１の管軸直角方向の断面図。
【図３】は図１の管軸方向の断面図。
【図４】は図１の音孔を，管体の側面形状と同心形状とした場合の管軸直角方向の断面図
。
【図５】は音孔を平面形状とし，孔周部を台形形状にした場合の斜視図。
【図６】は図５の管軸直角方向の断面図。
【図７】は図５の管軸方向の断面図。
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【図８】は図５の音孔を，管体の側面形状と同心形状とした場合の管軸直角方向の断面図
。
【図９】は音孔を平面形状とし，孔周部台形形状の孔周部平面を内側に傾斜させた場合の
斜視図。
【図１０】は図９の管軸直角方向の断面図。
【図１１】は図９の管軸方向断面図。
【図１２】は図９の音孔を，管体の側面形状と同心形状とした場合の管軸直角方向の断面
図。
【図１３】は音孔を平面形状とし，孔周部を曲面状にした場合の斜視図。
【図１４】は図１３の管軸直角方向の断面図。
【図１５】は図１３の管軸方向の断面図。
【図１６】は図１３の音孔を管体の側面形状と同心形状とした場合の管軸直角方向の断面
図。
【図１７】は音孔の周りに凹面形状を形成し，実施例１の孔周部を形成した場合の斜視図
。
【図１８】は図１７の管軸直角方向の断面図。
【図１９】は図１７の管軸方向の断面図。
【図２０】は音孔の鋭角状部分を従来のリコーダーに取り付けられるようにした構造物（
鋭角状の例）の斜視図。
【図２１】は図２０の管軸と直角方向の断面図。
【図２２】は図２０の管軸方向の断面図。
【図２３】は音孔の鋭角状部分を従来のリコーダーに取り付けられるようにした構造物（
リング状の例）の斜視図。
【図２４】は図２３の断面図。
【図２５】は従来のリコーダーの音孔の斜視図。
【図２６】は図２５の管軸と直角方向の断面図。
【図２７】は図２５の管軸方向の断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明に係るリコーダーは、複数の音孔２、２…を備えた中空の略円筒形状からなる中
部管と、前記中部管の一方側端部に接続され、唄口を備えた頭部管と、前記中部管の他方
側端部に接続され、１つの音孔２を備えた中空断面形状からなる足部管とから構成されて
いる。図１～図１９では、前記音孔２が設けられた中部管及び足部管を管体１として表現
している。
【実施例１】
【００１３】
　図１～図４は，請求項１～３の実施例である。本実施例１では、前記音孔２の周囲を、
前記音孔２に向けてなだらかな山形に隆起する断面形状で形成している。すなわち、音孔
２の周囲が円筒形状の管体１の外面から前記音孔２の外方側端縁である孔周３に向けて隆
起するように、前記孔周３を頂部としてなだらかな山形となる断面形状で形成することに
より、円筒形状の管体１部分より音孔２の周囲を肉厚に形成している。
【００１４】
　このように、音孔２の周囲を前記音孔２に向けてなだらかな山形に隆起する断面形状で
形成することにより、従来のリコーダーに比べて音孔２の位置が容易に認識できるように
なる。すなわち、図２５～図２７に示される中空の円筒形状からなる管体の周面に円孔を
形成した従来のリコーダーと比較して、音孔２の周囲がなだらかな山形に隆起しているた
め、この頂部を指腹で押さえれば、音孔２を確実に押さえることができるようになる。ま
た、仮に音孔２から少しずれた位置、つまりなだらかな山形に隆起した中腹部分を押さえ
た場合でも、山形に隆起した断面形状の高い方へ指をずらせば音孔２に確実にたどり着く
ので、指を上下左右に動かす必要がなく音孔２の位置を容易に探し出すことができるよう
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になる。さらに、音孔２の周囲がある程度の幅をもって隆起しているので、この隆起部を
不意にぶつけても破損しにくいとともに、柔らかな素材で形成した場合でも変形しにくく
音孔２を指腹で確実に閉塞できるようになる。
【００１５】
　前記音孔２の周囲に形成される隆起部の外形線は、図２及び図３に示されるように、音
孔２の中心を通る断面視で、直線状又は内側に凸の曲線状に形成することが望ましい。つ
まり、音孔２の孔周３と円筒形状に形成される周辺の管体１の外面とを結ぶ外形線が、直
線状又は内側に凸の曲線状、図示例では内側に凸の曲線状に形成されている。この外形線
の外縁（円筒形状に形成される周辺の管体１に接続する部分）の直径は、音孔２の直径に
対して、１．５倍～３倍程度とするのが好ましい。これにより、指で触れたときになだら
かな山形がはっきりと認識でき、音孔２からずれた位置を指で押さえた場合でも、目視で
確認することなく指の触感だけで本来の音孔の位置を容易に認識できるようになる。
【００１６】
　また、同図２及び図３に示される音孔２の中心を通る断面視で、音孔２の周面（音孔２
の深さ方向に延びる両側の直線部分）と、音孔２の周囲の外形線（図示例のように内側に
凸の曲線状に形成される場合は、孔周３に接続する部分の接線）との成す角が鋭角状とな
るように形成するのが望ましい。これにより指の腹で音孔２を認識し確実に塞ぐことがで
きる。本実施例１では、図２に示されるように、音孔２の周面と、内側に凸の曲線状に形
成される音孔２の周囲の外形線とが孔周３にて鋭角状に交差するように形成されている。
前記鋭角状の角は、５５度～７５度、好ましくは６２度～６８度とするのがよい。前記角
が５５度より小さいと、音孔２の周囲の外形線がなだらかな山形に隆起する断面形状とは
言えず、急激に突出した断面形状となってしまい、音孔を認識しにくくなるとともに、隆
起部分をぶつけた際に破損しやすくなり、柔軟な素材で形成した場合に指で押さえたとき
の変形が生じやすくなる。また、７５度より大きいと、隆起部の隆起高さが小さくなり、
山形の隆起形状が意識できずに音孔を認識しにくくなる。
【００１７】
　前記音孔２の孔周３は、管体１の横断面に対して、図２に示されるように、直線状に形
成しても良いし、図４に示されるように、円筒形状からなる管体１の外周と同心円状の円
弧状に形成しても良い。孔周３を直線状に形成した場合には指の腹で音孔がふさぎやすく
なるし、円弧状に形成した場合には音孔２の中心部がより一層認識しやすくなるとともに
、外観が良好となる。
【実施例２】
【００１８】
　図５～図８は，請求項１～３の実施例である。本実施例２では、実施例１の孔周３の鋭
角部分を指への刺激を損なわない程度に平面化し，台形状にしている。すなわち、音孔２
の外方側の端縁と、音孔２の周囲に形成されるなだらかな山形の外形線との間に、リング
状の平坦部（孔周３）が形成されている。これにより実施例１の効果に加えて，指の腹に
対する鋭さも抑えることができる。前記リング状の平坦部（孔周３）の幅は、０．６mm～
１．０mm程度が好ましい。
【００１９】
　本実施例２のように、音孔２の周面となだらかな山形の外形線とが離間している場合に
は、音孔２の周面を外方側に延長した仮想線と、音孔２の周囲に形成されるなだらかな山
形の外形線の端部を外方側に延長した仮想線（図示例のように内側に凸の曲線状に形成さ
れる場合は、外周側端部の接線）との成す角が鋭角状に形成されている。本実施例２にお
いても、上記実施例１と同様に、孔周３を図６及び図７に示されるように直線状に形成し
てもよいし、図８に示されるように円弧状に形成してもよい。
【実施例３】
【００２０】
　図９～図１２は，請求項１～３の実施例である。本実施例３では、実施例２のリング状
の平坦部を音孔２の内側に傾斜させている。これにより実施例２の効果に加えて，指の腹
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を音孔に収まり易くすることができるため，確実に塞ぐことのできる可能性が高まる。内
側への傾斜角は、指の腹に収まりやすくするため、実施例２の平坦状態から２０度～３０
度程度が好ましい。なお、本実施例３においても、上記実施例１、２と同様に、孔周３を
図１０及び図１１に示されるように直線状に形成してもよいし、図１２に示されるように
円弧状に形成してもよい。
【実施例４】
【００２１】
　図１３～図１６は，請求項１～３の実施例である。本実施例４では、実施例１の孔周部
を指への刺激を損なわないように曲面にする。これにより実施例１の効果に加え，指に対
する鋭さを極力抑えることができ，長時間の練習演奏が可能である。前記曲面状の孔周３
は、図１４及び図１５に示されるように、断面略半円形状に形成するのが好ましく、その
半径は、指に対する刺激を軽減するとともに、指で触れたときの音孔２の識別性を損なわ
ないように、０．３mm～０．５mmで形成するのが好ましい。本実施例４においても、上記
実施例１～３と同様に、孔周３を図１４及び図１５に示されるように直線状に形成しても
よいし、図１６に示されるように円弧状に形成してもよい。
【実施例５】
【００２２】
　図１７～図１９は，請求項１～３の実施例である。本実施例５では、音孔２の周りに押
さえる指の腹に合わせた凹面形状を作成し，その内側に上記実施例にあるような孔周３が
鋭角状になるよう形成する。詳細には、音孔２の外方側端縁（孔周３）の周囲を周回する
ように、円筒形状からなる管体１の外周より円弧状断面で窪ませた凹部を形成する。この
凹部は、円弧状断面の底部から孔周３にかけて、音孔２の周囲が前記音孔２に向けてなだ
らかな山形に隆起する断面形状となるように形成されている。これにより上記実施例の効
果に加え，さらに音孔から指のズレを防ぐことができる。なお、図示例では、実施例１の
ように孔周３が鋭角状に形成されているが、上記実施例２～４のように孔周３を平坦状、
傾斜状、曲面状に形成してもよい。
【実施例６】
【００２３】
　図２０～図２２は，請求項４の実施例である。本実施例６は、上記実施例１～４に係る
音孔２の周囲の隆起部を従来のリコーダーに着脱可能にしたリング状部材である。なお、
図２０～図２２に示される例は、上記実施例１に係る隆起部の形状であるが、上記実施例
２～４に係る隆起部の形状としてもよい。このリング状部材は、中央部に前記音孔２と連
通する開口を有するとともに、この開口の周囲が、前記開口に向けてなだらかな山形に隆
起する断面形状で形成されている。このリング状部材は、図２５～図２７に示される従来
のリコーダーに対し、中央部の開口を音孔２と連通するように、音孔２の外周に装着する
ことによって、音孔２の周囲を、音孔２に向けてなだらかな山形に隆起する断面形状とす
ることが可能となる。このリング状部材は，ゴム等のフレキシブルな素材で作製すること
によって，円筒形状からなる管体１の外周の曲面に対応しやすくすることが可能である。
また，リコーダーの形状や演奏者の指の特性により，必要とする音孔のみに取り付けるこ
と，あるいは上達の様子によっては取り外すことも可能である。
【参考例】
【００２４】
　図２３～図２４は，請求項４の参考例であり、実施例６のリング状部材を円形断面にし
たものである。取り付け面のみ平面状にした形状でもよい。
【符号の説明】
【００２５】
　１　　管体
　２　　音孔
　３　　孔周
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